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 「よみがえれボールド

ウィン実行委員会」（内田

章会長）は22日、利根町

根利の林野庁森林技術総

合研修所林業機械化セン

ター展示棟において、「木

曽森林鉄道Ｂ型客車修復

工事完成内覧会」を開催 

 放射能から子ども達を守る沼田の会（奈良英子会長）は、22、23日の

2日間、沼田市中央公民館において「フォトジャーナリスト 広河隆一 

チェルノブイリ・福島写真展」を開催しました。 

 写真展には、市民をはじめ、高崎、太田など県内からも多くの観覧者

が訪れました。 

写真展についてのアンケートで感想を求めたところ「絶対の忘れては

ならない」「いまだに10万人を超える避難者がいて、故郷にいつ帰れる

かわからないのに原発再稼働なんて絶対に許せない」「このような写真

展を開催してくれてありがと 

う」などたくさんの感想をいた 

だきました。（展示写真）↓→ 

しました。 

 この内覧会は、「第8回根利森林鉄道まつり」に向けての中間報告 

会と位置づけられ、森林鉄道・軌道車

両群の展示等や特別企画「Ｂ型客車の

修復過程解説」等が行われました。 

開会にあたって、内田会長のあいさ 

つの後、星野市議会議長がお祝いのあ 

いさつを行うとともに、参加した副議 

長、経済建設常任委員が紹介されまし 

た。 

 く 

 10月は各町内で文化祭 

や文化展が活発に開催さ 

れています。 

 15、16日には高橋場町、 

上原町など、22、23日には桜町、

材木町などで開催されました。 

 今後も、東原新町は東原会館で

29、30日に、柳町は公民館で、11

月12、13日に開催されます。 
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沼田市が全面取得したＧＢ２１ 

写真展会場の様子 

事故後の東電福島第 1原発 事故から23年後になっても肉腫で繰り返し手術を

受けているベラルーシ・イゴフカ村の 10 歳の少女 

ホイットカムガソリン機関車

（左）とボールドウィン３号機 

 

桜町文化祭の様子 

修復されたＢ型客車と解説する説明員 


